
新町圏域強み・弱みマップ

栄町二丁目、晴見町三丁目周辺の
強み・弱み

天神町、新町二丁目周辺の
強み・弱み

浅間町二･三丁目周辺の強み・弱み

日中若者が不在

老人クラブ活発

若い世代が転入し、子どもと一緒に清掃
事業に参加している

近所付き合いがない

若い世代が自治活動に参加してくれて、
横のつながりができはじめた

平日高齢者が多い

災害時に避難所等で自治会員に
バンダナを配布して身体につけ
てもらう

防災倉庫に備蓄・資機材がある
（浅間町二丁目自治会）

夜のパトロールで地理情報を把握している
（浅間町二丁目、月1回）

単身高齢者多いので手助けできるか不安
自治会のふれあい防災訓練で近
所の人と顔見知りに

高齢者のつながり良い一方で、高齢者が
増加し顔が見えない

単身高齢者が多く活動に参加できない

壮年者・若者の多数の参加者の望めない

規模の大きい防災倉庫がない

木造住宅がある
空き家がある
狭あい道路がある
高齢者が多い

消防車が入れない道路がある

中・高・大学生が年末パトロールに協力している
広報誌の発行で自治会活動がスムーズである

避難訓練を実施している（年1回）

スタンドパイプがある

空き地が少なくなってきている

防災活動に関心が集まらない

自治会として一時避難場所を定めた

店舗が多い

自治会員に医者がいる

アパートの住人は町内会に入会していない

災害時の緊急名簿を町内会でとりまとめている

スタンドパイプ訓練を実施している
（年1回）

消防団の方がいる

凡 例

公園・広場など

集会所・公民館

自治会や町会の備蓄倉庫

消防署や消防団詰所

病院・診療所など

ｽｰﾊﾟｰ・薬局・ﾎｰﾑｾﾝﾀｰなど

路地・狭あい道路

問題・危険個所

町丁目境界

強み

弱み

指定避難場所

広域避難場所

避難所
避難場所かつ避難所

一次避難所 二次避難所
福祉避難所

※地震災害、多摩川洪水、内水はん
濫では指定される避難所が異なりま
す。府中市ハンドブックP.29～P.34
で確認できます。

小規模町会のため顔見知りが多い

安否確認が容易である

自治会は仲がいい
ご近所の家族構成がほぼ分かる

災害対策は現状個人レベルである
5年に1回の消防訓練では少ない
防災訓練は行っていない

働き世代の会員はいるが、町内活動に不参加である
自治会の集まりは少ない
町内会未加入者がいる

若い人がいない

避難所の備蓄量が分からない

水害の危険が少ない
耐震化された家が増加している

単身者が多い

木造密集地のため火災時危険である

働き世代が多い
不良をあまり見かけない

青年会の活動が顕著

空き巣が少ない

自治会目印の旗を作成している
会員名簿を2か年ごとに発行している

高齢者が多い
平日日中は働き手が地域に不在である

中学生の地域運動参加の可能性がある

一部の人だけが地域行事に参加している
住民同士のつながりが薄い

古い空き家がある

防災活動をしていない（晴見町）

府中市主催の研修、訓練に参加している

防災組織がない（晴見町）

備蓄倉庫がない（あけぼの自治会）

自治会の防災活動が形式的である（晴見町）
避難所運営マニュアルがない

病院・薬局が多い
大きな区画の建物が多い（明星・刑務所など）
東八道路が延焼を遮断する

ガソリンスタンド

新町一・三丁目（東八道路より北部）周辺の強み・弱み

浅間町一･四丁目周辺の強み・弱み

古い住宅が多い
事業所が少なく連携できない

狭あい道路が多い

住居がある場所が偏っている

木造建物が多い

小学校区が分断されているのでつながりが弱い

新町一丁目（東八道路より南側）周辺の強み・弱み

栄町周辺の強み・弱み
要支援者が多くいる
災害時の連絡網が整備されていない

送電塔

府中刑務所

動物医療センター

ホームセンター
関東医療少年院

駐車場
大きなスーパー

備蓄倉庫

・緊急車両が通りづらい
・ブロック塀が多い
・高齢者が多い
・日中1人の高齢者がいる
・日中若者が不在である

・高齢者が多い
・子・若者が少ない
・ブロック塀が多い
・使用できる公会堂が無い
・狭あい道路が多い

・古くからの住民が多く、安否確認しやすい
・都営団地など、延焼しにくい

・働き世代が多い
・人口密度が高い
・自治会参加率が高い

・大きな店が点在している

・学校・公園・畑・公共
施設・避難場所が多い
・学生がいる

・近くにスタンドパイプがある

防災備蓄倉庫

・地域を熟知している人がいる

・町内会の負担が大きく、高齢者が辞めてしまう
・狭あい道路があり、孤立の危険がある
・新しい住宅が増えているのに、町会に入ってくれない

・若い世帯が増加している
・幹線道路に囲まれている

・防災訓練への参加を呼びかけ

・町内会に未加入世帯がある
・町内会のマニュアルがある

防災倉庫

・自然が多い
・公園が多い

・避難所・避難場所が多い
・自主防災組織がある

・自衛隊の災害時体制が分からない

・高齢者同士付き合いがある
・顔見知りが多い

・行き止まりが多い
・曲がり角が狭い
・子供が少ない
・夜間道路上に駐車している車がある（浅間町二丁目）

・閉鎖地域が広い

・狭あい道路･行き止まりが多い
・空き家が多い

・商店が減少

・病院・診療所がある

・緑が多い

・立木が多い
・避難場所が多い
・学生がいる
・学生が多い

・生徒が帰宅困難になる

ガソリンスタンド（給油できる一方、燃料火災の恐れ）

・防災意識が高い

・交流が少ない！
・密集地が多い
・狭あい道路が多い
・中央・新町両文化センターが遠い
・戸建て住宅：集合住宅の割合が50:50
・幸町＋晴見町避難所が分かれる
・高齢者・単身高齢者が多い
・自治会に不参加世帯が多い

・高齢者・障害者が多い避難困難

・子供が多いマンション増加している

・マンションが多く避難者救助が大変
・ブロック塀が多い
・小中学生が少ない
・高齢者が多い

・避難所が多い

消防署

・学生がいる災害時協定有

・狭あい道路が多い
・高齢世帯が多い
・新町小学校区内での交流が少ない

・官庁職員は災害時対応で精一杯

・防災知識・資機材がある

・地域防災への参加が少ない

・生徒が帰宅困難になる

・東八道路沿いの街頭消火器の場所が分かりづらい

現役世代は防災活動が職場優先


